
   鉾田市宅地造成及び特定盛土等規制法施行細則 

令和７年３月26日 

規則第16号 

(趣旨) 

第１条 この規則は，宅地造成及び特定盛土等規制法(昭和36年法律第191号。以下

「法」という。)，宅地造成及び特定盛土等規制法施行令(昭和37年政令第16号。以

下「政令」という。)及び宅地造成及び特定盛土等規制法施行規則(昭和37年建設省

令第３号。以下「省令」という。)の施行に関し，別に定めるもののほか，必要な

事項を定めるものとする。 

 (定義) 

第２条 この規則において使用する用語は，法及び政令において使用する用語の例に

よる。 

 (適用範囲) 

第３条 この規則は，法第15条第２項の規定により法第12条第１項の許可を受けたも

のとみなされた宅地造成又は特定盛土等に関する工事に限り適用する。 

 (申請書等の提出部数) 

第４条 法及びこの規則の規定により市長に提出する申請書及び報告書の提出部数

は，正本１部及び副本１部とする。 

(証明書の様式) 

第５条 法第24条第２項において準用する法第７条第１項に規定する証明書は，様式

第１号によるものとする。 

(宅地造成又は特定盛土等に関する工事の中間検査の手続) 

第６条 法第18条第１項の規定による中間検査及び同条第２項の規定による中間検査

合格証の交付は，法第12条第１項の許可に係る宅地造成又は特定盛土等に関する工

事の施行区域を工区に分けて行ったときは，当該工区ごとに行わなければならな

い。 

(宅地造成又は特定盛土等に関する工事の定期の報告) 

第７条 宅地造成又は特定盛土等に関する工事について，法第19条第１項の規定によ

る報告をしようとする工事主は，当該工事が完了するまでの間，省令第49条に規定

する期間ごとに宅地造成又は特定盛土等に関する工事の定期報告書(様式第２号)

に，省令第48条第１項に規定する図書を添付して市長に提出しなければならない。 

 

附 則 

この規則は，令和７年４月１日から施行する。 



様式第１号(第５条関係) 

 

(第１面) 

第   号 

 

立入検査等をする職員の携帯する身分を示す証明書 

 

職  名 

氏  名 

生年月日  年 月 日生 

 

年  月  日交付 

年  月  日限り有効 

 

鉾田市長           印   

 

(第２面) 

 この証明書を携帯する者は，下表に掲げる法令の条項のうち，該当の有無の欄に丸

印のある法令の条項により立入検査等をする職権を有するものです。 

法 令 の 条 項 該当の有無 

   

   

   

   

   

   
 

備考 １ この証明書は，用紙１枚で作成することとする。 
   ２ 法令の条項の欄に，この証明書を使用して行う立入検査等に係る法令の条

項を記載すること。 
   ３ 該当の有無の欄に，立入検査等をする職権を有する場合は「○」を，有しな

い場合は「－」を記載すること。 
   ４ 記載する法令の条項の数に応じて，行を適宜追加すること。第２面につい

ては，その全部又は一部を裏面に記載することができる。 
   ５ 裏面には，参照条文を記載することができる。 

  

写 
 

真 



様式第２号(第７条関係) 

宅地造成又は特定盛土等に関する工事の定期報告書 

年  月  日  

鉾田市長    殿 

 

住 所 

氏 名  

法人にあっては，主たる事務所の 

所在地，名称及び代表者の氏名 

 

宅地造成及び特定盛土等規制法(昭和 36年法律第 191号) 
第 19 条第１項 
第 38 条第１項 の規定に 

より，宅地造成又は特定盛土等に関する工事について，次のとおり報告します。 

１ 工事主の住所及び氏名  

２ 
工事が施行される土地の

所在地 
 

３ 
工事の許可年月日及び許

可番号 
年  月  日 指令第   号 

４ 報告年月日 
第１回目 第２回目 第３回目 第４回目 

年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 

５ 
報告の時点における盛土

又は切土の高さ 
ｍ ｍ ｍ ｍ 

６ 
報告の時点における盛土

又は切土の面積 
㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 

７ 
報告の時点における盛土

又は切土の土量 
㎥ ㎥ ㎥ ㎥ 

８ 

報告の時点における擁壁

等に関する工事の施行状

況 

    

９ 
擁壁の床掘りを完了した

ときの状況 
    

10 

鉄筋コンクリート擁壁の

基礎配筋を完了したとき

の状況 

    

11 

地下に埋設する集水管，

暗渠
きょ

，管渠
きょ

等の配置を完

了したときの状況 

    

備考 １ 第５回目以降の報告を行う場合は，表を追加して使用すること。 

   ２ 報告の時点における盛土又は切土をしている土地及びその付近の状況並び

に８欄から11欄までの状況を明らかにする写真その他の書類を添付すること。 

 

 

 

 


